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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 9月 13日 (2005.9.13)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 ２ つ の 画 素 信 号 Ｘ （ m,n)， Ｘ （ m,n+1)に 連 続 す る 画 素 信 号 Ｘ （ m,n-1)と フ リ ッ プ フ
ロ ッ プ 301 ， 302 の 出 力 は 、 そ れ ぞ れ 比 較 器 （ Ｃ Ｏ Ｍ Ｐ ） 304 ， 306 に 送 ら れ る と 同 時 に
、 平 均 値 算 出 部 （ Ａ Ｖ Ｅ ） 303 に 入 力 さ れ る 。 平 均 値 算 出 部 303 で は 、 次 式 （ １ ） で 示 す
注 目 画 素 Ｘ （ m,n)を 中 心 と し た 連 続 す る ３ 画 素 の 平 均 値 （ 図 ４ ， ６ に お け る Ａ ve１ ） が 算
出 さ れ る 。
　 　 〔 Ｘ （ m,n- ＋ Ｘ （ m,n)＋ Ｘ （ m,n+1)〕 ／ ３ 　 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ （ １ ）
そ し て 、 こ の 平 均 値 算 出 部 303 の 出 力 を 同 時 に 受 け た 比 較 器 304 ， 306 で は 、 該 平 均 値 レ
ベ ル と 連 続 す る ３ つ の 画 素 信 号 レ ベ ル そ れ ぞ れ の 大 小 を 比 較 し 、 （ １ ） 式 で 示 し た 平 均 値
レ ベ ル を 境 界 と し て 、 ２ 個 対 １ 個 に 画 素 分 布 を 分 割 す る 。 図 ３ に 示 し た 論 理 値 表 に お い て
ａ ， ｃ は そ れ ぞ れ 比 較 器 304 ， 306 の 出 力 を 示 し 、 平 均 値 レ ベ ル Ａ ve１ よ り 画 素 信 号 レ ベ
ル が 大 き な 場 合 は Ｈ を 、 小 さ な 場 合 に は Ｌ を 出 力 し て い る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ に お い て 、 平 均 値 算 出 部 308 で は 、 次 式 （ ２ ） で 示 す 、 注 目 画 素 を 除 い た そ の 両 隣
の 画 素 Ｘ （ m,n-1)と Ｘ （ m,n+1)の レ ベ ル の 平 均 値 （ 図 ４ ， ６ に お け る Ａ ve２ ） を 算 出 す る
。
　 　 〔 Ｘ （ m,n- ＋ Ｘ （ m,n+1)〕 ／ ２ 　 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ （ ２ ）
こ の 平 均 値 算 出 部 308 の 出 力 結 果 は 、 差 分 絶 対 値 算 出 部 309 に お い て 注 目 画 素 信 号 レ ベ ル
と の 差 分 が と ら れ 、 次 式 （ ３ ） で 示 す 絶 対 値 が 出 力 さ れ る 。
　 　 ｜ Ｘ （ m,n)－ 〔 Ｘ （ m,n- ＋ Ｘ （ m,n+1)〕 ／ ２ ｜ 　 ・ ・ ・ ・ ・ ・ （ ３ ）
そ し て 、 こ の 差 分 絶 対 値 算 出 部 309 の 絶 対 値 出 力 は 比 較 器 310 に 入 力 さ れ る 。 更 に 、 該 絶
対 値 出 力 は 比 較 器 310 で 所 定 の 閾 値 Ｔ hrと 大 小 比 較 さ れ 、 閾 値 Ｔ hrよ り 大 き な 場 合 、 注 目
画 素 は 欠 陥 で あ る 可 能 性 が あ る と し て 、 欠 陥 判 定 フ ラ グ 用 Ｏ Ｒ ゲ ー ト 311 へ １ bit の 判 別
パ ル ス を 出 力 す る 。 こ こ で 、 比 較 器 310 は 注 目 画 素 を 欠 陥 と 判 定 し た と き に “ Ｌ ” を 出 力
す る も の と す る と 、 前 述 の デ コ ー ド 部 307 出 力 と 比 較 器 310 出 力 が 共 に “ Ｌ ” で あ る と き
の み 、 Ｏ Ｒ ゲ ー ト 311 の 出 力 は “ Ｌ ” と な り 、 こ れ に よ り 注 目 画 素 は 最 終 的 に 欠 陥 と 判 定
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さ れ 、 セ レ ク タ （ Ｓ Ｅ Ｌ ） 312 で は 注 目 画 素 を 平 均 値 算 出 部 308 の 出 力 、 即 ち （ ２ ） 式 で
示 す 両 隣 の 画 素 の 平 均 値 で 置 き 換 え る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 ９ は 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 欠 陥 検
出 補 正 回 路 を 示 す 概 略 ブ ロ ッ ク 構 成 図 で あ る 。 こ の 実 施 の 形 態 は 、 シ フ ト レ ジ ス タ 340 及
び 欠 陥 検 出 部 341 に よ り 、 上 記 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 じ く 水 平 方 向 か ら 欠 陥 検 出 を 行 う も
の で あ る 。 そ し て 、 欠 陥 位 置 メ モ リ 342 に は 、 注 目 画 素 Ｘ （ m,n)が 該 当 水 平 方 向 の 欠 陥 検
出 処 理 に よ り 欠 陥 か 正 常 か を 判 定 さ れ た 結 果 、 例 え ば 欠 陥 で あ れ ば “ Ｌ ” 、 正 常 で あ れ ば
“ Ｈ ” の デ ィ ジ タ ル デ ー タ １ bit と 、 更 に 欠 陥 と 判 定 さ れ た 場 合 に は 、 そ れ が 白 欠 陥 か 黒
欠 陥 か を 表 す １ bit ， 例 え ば 黒 欠 陥 で あ れ ば “ Ｌ ” 、 白 欠 陥 で あ れ ば “ Ｈ ” と す る 計 ２ bi
t を 記 憶 す る 。 欠 陥 が 白 か 黒 か は 、 Ｘ （ m,n)の 信 号 レ ベ ル が Ｘ （ m,n- と Ｘ （ m,n+1)の 信
号 レ ベ ル 平 均 値 Ａ ve２ （ 又 は Ａ ve１ で も 全 く 同 等 ） よ り 大 き い か 小 さ い か で 判 定 す れ ば よ
い 。
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